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東日本大震災の教訓として、減災の観点から、自然災害の教訓や知恵を伝承することの重要性があげら

れる。空間的に自然災害を制御するハード整備や、地域性を超えて、防災の側面を前面に打ち出して戦略

を図っていくことは、想定外の自然災害に対処できないと思われる。自然災害と向きあいながら、こうし

た知恵や経験を集落内の共有知として伝承し、後世に災害の教訓をいかすことで、災害に対処できる集落

が構築できるのではないかと考える。そこで本稿では、地域内で受け継がれている災害伝承に着目し、そ

の内容の特性について考察するとともに、地域内で災害伝承を広めるために、災害伝承を行うことの効果

の把握や、災害教訓誌の作成の実践とその評価を行い、災害伝承を地域内で広める意義について考察した。 

 

     Key Words :disaster oral tradition, the magazine of the lesson about the disaster,disaster cul-

ture,disaster reduction 

 

 

1. はじめに 

 

(1) 研究の背景・目的 

東日本大震災の教訓として、減災の観点から、自然

災害の教訓や知恵を伝承することの重要性があげられる
1)。実際、東日本大震災で多大な被害を受けた岩手県宮

古市田老地区では、高さ 10ｍの防潮堤が市街地を取り

囲む形で築造されていたが、その防潮堤を越えて津波が

市街地を押し寄せ、防潮堤の依存による安心感から多く

の市民が逃げ遅れてしまい、多大な被害をもたらしたと

報告 2)されている。その一方で、三陸地方で昔から言い

伝えられている「津波てんでんこ」という教訓が岩手県

釜石市を中心に児童に広く伝承されており、東日本大震

災発生時には児童の多くがその教訓を実践し、釜石市の

小中学生の犠牲者はほとんど出なかったと報告 2)されて

いる。また、東日本大震災の復興への提言 1)でも、災害

伝承の重要性が記載されている。 

東日本大震災による被害を免がれた地域においても、

今後 30 年以内に東海・東南海・南海地震や首都直下型

地震等が極めて高確率で発生すると言われている 3)ため、

起こるべく自然災害に備えることは全国共通の課題だと

言ってもよい。 

以上から、空間的に自然災害を制御するハード整備や、

地域性を越えて、防災の側面を前面に打ち出して戦略を

図っていくことは、想定外の自然災害に対処できないと

思われる。自然災害と向きあいながら、地域で蓄積され

た災害にまつわる教訓や知恵を地域資源として捉え直す

とともに、こうした知恵や経験を集落内の共有知として

伝承し、後世に災害の教訓をいかすことで、災害に対処

できる集落が構築できるのではないかと考える。 

そこで、本稿では、地域内で受け継がれている災害伝

承・被伝承の内容を分析・考察するとともに、こうした

災害伝承を地域内で共有するための取り組みとして、災

害伝承の聞き取りや災害教訓誌の作成の実践とその評価
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を行い、災害伝承を地域内で広める意義について考察す

る。なお、本稿で対象にする伝承は、家族間や住民間で

の口頭による伝承に焦点を当てる。 

 

(2) 既往研究のレビューと本研究の位置づけ 

災害伝承に着目した研究として、金井ら 4)の研究では、

親子間での津波に関する知識の伝承の実態に着目し、そ

の伝承実態と、それを広める取り組みとして学校での防

災教育の提案を行っている。また、松尾ら 5)は、四国に

伝わる災害の言い伝えから、家族・地域で対応できる災

害の知恵となる要素の抽出を試みている。 

本稿では、地域内で受け継がれている災害伝承・被伝

承の内容を分析するとともに、地域内で災害伝承を広げ

る取り組みとして、災害伝承を行うことの効果を把握す

るとともに、災害教訓誌を作成することの実践とその効

果について考察するといった実践的研究として位置づけ

られる。 

 

(3) 研究の方法と構成 

 第２章では、研究対象地域の概要ついて述べるととも

に、文献から過去の災害の被害状況について述べる。第

３章では、アンケート調査により地域で受け継がれてい

る災害伝承の内容を類型化し、その特性について考察す

る。第４章では、ヒアリング調査で抽出した地域で受け

継がれている災害伝承から、地域の災害教訓をまとめた

試みについて述べるとともに、過去の災害経験や知恵に

ついて伝承する効果について考察する。第５章では、地

域内において災害伝承を広める取り組みとして地域の災

害教訓誌を作成し、災害教訓誌の配布者による感想から、

災害教訓誌を通じた地域内で災害伝承の意義について考

察する。第６章では、本稿の総括と、第２章から第４章

で得た知見を踏まえて、災害教訓誌を通じて災害伝承を

広める意義について考察する。 

 

(4) 用語の定義 

 本研究で扱う用語として、以下のように定義する。 

① 直接経験 

 過去の自然災害について、自宅や個人等に対して直接

的な被害を受けたことがある。 

② 伝承経験 

 過去の自然災害の経験や教訓を誰かに伝えたことがあ

る。 

③ 被伝承経験 

過去の自然災害の経験や教訓を誰かから聞いたことが

ある。 

 

 

 

 

図－１ 研究対象地域の地図 

 

2. 研究対象地域の概要 

 

本稿で対象とした徳島県阿南市（図－１）は、昭和南

海地震・1960年のチリ地震等による津波の浸水被害を

度々受けている。阿南市史から、昭和南海地震・1960年

のチリ地震の災害記録を抽出した6)。昭和南海地震は、

昭和21年12月21日午前4時19分に、紀伊半島潮岬沖を震

源として発生し、潮岬南方沖を震源とした、マグニチュ

ード8.0の規模の大地震で、南関東から九州全域にかけ

て地震による津波の被害を受けた。阿南市における地震

の揺れによる被害状況は、津峯神社社務所と隣接店舗が

倒壊により、神社職員一人が圧死したと記録されている。

また、昭和南海地震による津波の被害は、大手海岸の防

潮堤21ヶ所が決壊し、椿町では椿川沿いに海水が遡上し、

椿小学校北東200ｍ付近まで浸水したことや、福井町で

は福井川沿いに海水が遡上して、大宮の神宮寺でも前の

石垣まで浸水したといった記録が残されている。1960年

のチリ地震（以下、昭和チリ地震）は、昭和35年5月23

日午前4時11分（日本時間）に発生し、チリを震源とし

た、マグニチュード9.5という巨大地震である。日本で

は、地震による津波による被害を受け、約１日かけて太

平洋を横断して、太平洋側を中心に、全国で死者・行方

不明者139人、家屋全壊1571戸などといった甚大な被害

を出した。阿南市においても、床上浸水860棟、床下浸

水332棟という被害が報告されている。特に深刻な被害

を受けた橘町では、全町の約75％が被災し、約50％は床

上浸水で災害救助法が発動される事態となった。また、

福井町大原地区では、約5ｍの高さの津波があったとい

う記録が報告されている。 

平成23年3月11日に発生した東日本大震災においても、

徳島県全域で3ｍ以上の津波の襲来が予測される大津波

警報が発生され、住民の避難が促された。徳島県阿南市

橘町鵠で3.5m、福井町湊地区では3.4ｍの津波が到来し、

湊地区では1軒の床上浸水の被害が発生したことが報告

されている7）。今後も、東海・東南海・南海の３連動に

よる巨大地震による甚大な津波被害を受けることが予測
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3)され、早急な地震・津波対策を行う必要が求められて

いる。 

津波だけでなく、風水害による被害も頻発している。

西部の四国山地に連なる山間地、紀伊水道、太平洋に面

する海岸地帯より構成され、市内には急流の那賀川及び

その支川が流れ、台風、豪雨等の影響を受けやすい自然

条件を有している。表－１に、第二次世界大戦以降に阿

南市で被害を受けた風水害と、その被害状況を阿南市史

から抽出したものを示している。ここ10年の風水害の

被害状況を見ると、死者は出なかったものの、被害が発

生した風水害が10回発生し、台風や集中豪雨による床

上浸水が計109戸、床下浸水が計425戸の被害を受けて

いることがわかる。 

 

 

図－２ 研究対象地域の様子 

 

表－１ ここ20年における風水害の発生状況 

原因 発生年月日 主な被害の状況

台風10号 2003.08.09
市内の吉井などで 5地区約

130.8haが浸水

台風6号 2004.06.19～06.22
市内で床上浸水55戸、床下浸水

149戸

台風10号 2004.07.31～08.01
細野町で土砂崩れ、床下浸水5

戸

台風16号 2004.08.27　08.28 床下浸水1戸

寒冷前線 2004.09.01
徳 島 市 ・ 阿 南 市 を 中 心に

32,300戸が１日停電

台風23号 2004.10.20～10.21 床上浸水42戸、床下浸水98戸

台風14号 2005.09.06～09.07 加茂町、吉井町で避難勧告発令

低気圧 2007.07.10～07.11
集中豪雨により椿泊地区で床上

浸水2戸、床下浸水6戸

低気圧 2008.04.10
集中豪雨により新野地区で床上

浸水2戸、床下浸水100戸

低気圧 2008.06.29
集中豪雨により福井地区で床上

浸水8戸、床下浸水66戸  

 

3. 災害伝承の抽出と類型化 

 

(1) 概要  

 本章では地域で受け継がれている災害伝承・被伝承の

内容について分析・考察を行う。災害伝承や被伝承の抽

出方法については、アンケート調査により災害伝承・被

伝承の内容を記述してもらう形式をとった。 

アンケート調査では、阿南市の中でも、特に自然災害

の被害をこれまで受けてきた阿南市福井町を対象に実施

した。アンケートの配布は、阿南市福井町に属する全自

主防災組織の代表者による託送を行い、全戸配布した。

なお、福井町に18団体ある自主防災組織は、阿南市福井

町の全住民が加盟している。配布は2011年12月5日に行

い、回収締め切りを2011年12月16日とした。配布にあた

っては、家族の代表者だけでなく、なるべく多くの世代

が記入してもらえるように、各家庭に2部ずつ配布した。

その結果、1520部（760世帯）配布し、有効回答数は430

部（234世帯）、有効回収率は28.3％となった。アンケー

ト調査により、回答者の個人属性と、伝承に関する項目

として、昭和南海地震、昭和チリ地震、風水害の伝承経

験・被伝承経験の有無、伝承・被伝承内容を把握してい

った。 

 

(2) 回答者属性 

表－２でアンケート回答者の個人属性を示している。

女性よりも男性の回答者がやや多く、60歳以上の回答者

が最も多いものの、福井町の高齢化率が32.37%（2010年

国勢調査の数値）を考慮すると、偏りがない数値である。

職業は主婦・パートが最も多く、次いで、自営業となっ

ている。居住年数は50年以上の割合が最も多く、10年未

満の割合が最も少ないことから、地域内の流出入が少な

い地域であると言える。 

 

表－２ 回答者の個人属性 

度数 割合 度数 割合

男性 222 54.7% 会社員・公務員 92 22.7%

女性 184 45.3% 自営業 95 23.5%

29歳以下 14 3.2% 主婦・パート 160 39.5%

30歳代 18 4.2% 無職 58 14.3%

40歳代 43 10.0% 10年未満 37 9.6%

50歳代 77 17.9% 10年-20年 41 10.5%

60歳代 155 36.0% 20年-30年 45 11.5%

70歳以上 102 23.7% 30年-40年 46 11.7%

40年-50年 46 11.7%

50年以上 177 45.2%

属性項目

居住年数

属性項目

性別

年齢

職業

 

 

(3) 地域で受け継がれている災害伝承の内容 

 アンケート調査で抽出できた過去の災害伝承・被伝承

内容をＫＪ法により分類すると、「地域に関する内容」、

「家庭や日常生活に関する内容」、「資源に関する内

容」の３つの大項目にすることができた。また、小項目

として、11項目に分類することができ、そのうち、地域

に関する内容が３項目（地域特性を踏まえた避難行動や

その経験から得られる教訓、地域で被害を受けている様

子やその経験から得られる教訓、被災後の地域の様子や

その経験から得られる教訓）、家庭や日常生活に関する

内容が２項目（被災後の家庭の様子やその経験から得ら

れる教訓、家庭で被害を受けている様子やその経験から

得られる教訓）、資源に関する内容が３項目（資材を活

用した被災後の生活の様子やその経験から得られる教訓、

資材を活用した避難行動やその経験から得られる教訓、

資材の被害状況やその経験から得られる教訓）、それ以

外の３項目（災害の側面のみを考慮した教訓、災害の描
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写や被害状況、その他）に分類することができた。そこ

から、各災害の伝承・被伝承別に分類毎に内容をあては

めていき、その合計数を把握した。表－３では、アンケ

ート調査で抽出できた分類毎の災害の伝承・被伝承の内

容例を最大３つまで原文のまま示している。また、内容

の下に記載している数値は、アンケート調査の回答数を

示している。重複する内容については、どちらの項目に

も計上した。 

 いずれの災害の伝承・被伝承の内容においても、「津

波の高さとか恐ろしさを聞いた。」といった災害そのも

のの描写や、「遠い所で起きた津波でも影響を受けると

いうこと。」といった災害の側面のみを考慮した教訓な

どの災害について全面に打ち出した内容については、

「地域に関する内容」、「家庭や日常生活に関する内

容」、「資源に関する内容」よりも回答数が少なかった。

すなわち、災害そのものの教訓や恐ろしさは伝承されに

くく、地域や生活、資源と関連した内容が伝承されやす

いことが言えるだろう。 

地域に関する内容をみると、「地域特性を踏まえた避

難行動やその経験から得られる教訓」については、主に

津波の来襲の際の避難行動に関するものが多く、風水害

に関する内容はなかった。「地域で被害を受けている様

子やその経験から得られる教訓」については、津波より

も風水害が多く、「大雨の時は、水路に近づかない」と

いったように、地域の被災経験から得られた教訓や、

「大雨が降ると、家の周辺（道、田んぼ）が水に浸かっ

てしまう。」といったように、風水害については、被害

状況等が特に多いことがわかる。昭和南海地震や昭和チ

リ地震の津波に関しても、同様の伝承・被伝承の内容が

多いことがわかる。「被災後の地域の様子やその経験か

ら得られる教訓」については、風水害よりも津波に関す

るものが多く、特に風水害の被伝承に関するものはなか

った。特に津波の伝承・被伝承内容では、「木造船が水

田に流れてきた。」、「田んぼで魚がういていた。」、

「橘湾で養殖されていた真珠が田んぼに流れ込んでき

た。」といった日常生活では考えられない状況について

の描写が多いことがわかる。 

家庭や日常生活に関する内容をみると、「被災後の家

庭の様子やその経験から得られる教訓」については、

「震災後の家の中の様子について、ガランとして何もな

くなった様子について話した。」といった震災後の日常

生活の描写や経験についての内容だけでなく、「日頃、

仕事に来てくれた人が、納屋の片付けに駆けつけてくれ

た。」といった共助のありがたさや、「他からの応援が

なく、しばらくは自力で頼らざるを得ない状況だっ

た。」といった自助の必要性が訴えた教訓も内容もみら

れた。「家庭で被害受けている様子やその経験から得ら

れる教訓」については、津波・風水害ともに「１階の半

分以上が水がきた。」といった津波や大水が自宅内で到

達した場所についてや、「壁が傷んだ跡が残った話から

津波の恐ろしさを聞いた。」といった家屋の被害状況に

ついての内容が多いことがわかる。 

資源に関する内容をみると、「資材を活用した被災後

の生活の様子やその経験から得られる教訓」については、

昭和南海地震についてのみ項目があった。内容をみると、

「お米をもって避難し、にぎりめしを作って、みんなで

２日位しのいだこと。」といった資材を活用した避難生

活に関する内容だった。その理由として、昭和南海地震

当時は、非常持ち出し品や非常食が現在ほど普及せずに、

避難生活で苦労したからだと考えられる。「資材を活用

した避難行動やその経験から得られる教訓」については、

昭和南海地震の被伝承については項目はなかった。「家

屋はどうにもならないので、車は高台に移動してい

る。」 といった過去の災害経験から得られた事前対策

の教訓や、「避難途中、家財を取りに帰って、流された

ものが多くいたらしい。」 といった避難の際の教訓が

多いことがわかる。「資材の被害状況やその経験から得

られる教訓」については、各災害の伝承・被伝承内容と

もに合計数として多くはないものの、「春作のトマト、

キュウリ等の畑が海水に浸かった。」といった農作物の

被害状況等に関するものがみられた。 

以上から、地域で受け継がれてきた災害伝承・被伝承

は地域、家庭や日常生活、資源と密接に関係しているも

のが多いことが把握できた。防災・減災を日常生活や地

域特性等の延長線上に位置づけたものとして、矢守は、

「生活防災」を提唱している。生活防災とは、「生活総

体に根差した、防災・減災実践のことであり、生活文化

として定着した防災・減災の基本原則」と定義7)されて

いる。矢守は、これまでの防災施策や技術の意義は認め

るものの、地域性や財政といった 外部要因を考慮せず

に、普遍的な理論から法則や最適解を導き出すスタイル

がとれていたものが多く、専門家や行政に安全を委ねる

ことよる安心感の確保により「正常化偏見」といった心

理的バイアスが生じてしまい、防災意識の醸成につなら

こと多いと指摘8)している。また、石原ら9)は、矢守が

提唱した生活防災を基に、生活防災意識を「地域での生

活防災」、「資源の生活防災」、「家庭での生活防災」

と３つの因子から構成されていることを明らかにした。 

抽出した災害伝承は、「地域に関する内容」、「家庭

や日常生活に関する内容」、「資源に関する内容」に分

類することができたが、これらは「地域での生活防災」、

「資源の生活防災」、「家庭での生活防災」と対応でき

るため、地域で受け継がれている災害伝承の多くは生活

防災の理念と一致しているものが多いと言える。 
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伝承内容 被伝承内容 伝承内容 被伝承内容 伝承内容 被伝承内容

夜だったので、裏山に逃げてい
て夜明けに帰ってみれば、家の

中は座上２ｍ

近くの竹やぶに逃げた。
福井町後戸に仕事でいた。近所
の人に津波が来ると聞いて高台

にある家に逃げた。

高校生が学校に行く途中、津波
が来たから基地のある高台へ逃

げるように教えてくれた。

家は津波はなかったがみんなで
山に逃げた。

夜明け前にカリカリと音がして
目が覚めた。その後、津波が来

ると思い、近所の高台へ逃げ

裏山に逃げた。
津波が来るとわかったら、近く
の高台のお寺へ避難する。

教科書で学習した稲村の火を思
い出して、すぐ家の裏山へ逃げ

た。

裏山へとにかく逃げた。
自転車で通学していたが、目の
前に山の様な津波が現れ山路に

逃げた。

「津波が来るぞー」と言う声が
聞こえて、あわてて山の上のお

寺に逃げた。

7 11 4 5 0 0

松林の土手がきれた。
小舟が福井小学校の校門の下の

道路まで流された。

近所の堤防を乗り越えてきた津

波の強烈さについて。

国道55号でバスが津波で流され
た。昼まであったので逃げた

が、夜であれば全員乗車してい
た人は死亡していたと思う。

用水路の水が国道をどんどん超

えると旧道の家が浸水する。

家の前の谷川が増水し、急に水

が引いた時は、福井川の堤防が
切れているので近づくな！

近くの川、古毛橋まで津波が
あったので、注意のこと。

河原の水がからっぽになり、間
もなく津波が押し寄せた。

早朝５時頃、露田橋を渡ってい

たら、川の水が濁って、逆流し
て驚いた。津波が大きくなった
のは、６時４０分のバスが出発

してからで、土井崎付近で波し
ぶきが上がっているのが大西か
ら見えた。

川底が見えるぐらい水が引くと
津波がくる。

大雨が降ると、家の周辺（道、
田んぼ）が水に浸かってしま

う。

大雨の時は、水路に近づかな
い。

津波が堤防を超えて田んぼまで
来た。

家の前の倉庫が波に壊された。
通学途中、バスが田に流され国
道が決壊した。

海の底が、小勝島まで見えるぐ
らい、水が引き、その後津波が
きた。

大雨が降ると山田の田んぼが滝
のように上から下へと水がゴー
ゴーと流れる。

台風や大雨のたびに家に水が入
らないように土のうを積む。

8 16 18 27 47 45

大きな船が福井川の上流にまで
きていたこと。

かなり海から川をのぼった所ま
で大きな船が打ち上がり、海水
がひいた時、海の魚をたくさん

拾ったこと。

橘湾で養殖されていた真珠が田
んぼに流れ込んできた。

山の上の方まで漁船が流されて
いた。

近所の川が氾濫して、しばらく
道路が通行できなかった。

波が沖まで引いた。魚がピチピ
チはねていた。

魚を拾いに行った。
福井町では真珠が流れて来たこ
と。

橘町の商店街が泥んこ状態で、
大変だったこと。

大雨で船が田に打ち上げられて
いた。

木造船が水田に流れてきた。
家の近くまで船が流されてき
た。

郵便局の前の川（福井川）まで
船が入った。逆流し、海の魚が
上がった。

田んぼで魚がういていた。
田んぼや川原に深い水たまりが
できる。

8 9 16 18 3 0
震災後の家の中の様子につい
て、ガランとして何もなくなっ

た様子について話した。

交通機関がマヒして移動に困っ
た。連絡がなかなかできなかっ

た。

家の中で、貝（カキ）が取れる
ほどだった。

津波が引いた後、色々と流され
たものをひろって洗い使ったそ

うです。

小学生の頃、再三（三度ほど）
家の畳をあげ大変であった。

近所の方たちと一緒に炊き出し
をした。

高台の家の人が風呂に入らして
もらえた。

家の庭に青のりがぶらさがって
いた。

津波の後、他の市町村、県外か
ら支援金が届き助けられた。

家が水浸しになって電気製品が
全てだめになった。

他からの応援がなく、しばらく
は自力で頼らざるを得ない状況
だった。

日頃、仕事に来てくれた人が、
納屋の片付けに駆けつけてくれ
た。

福井小学校下の山下橋まで福井
川を逆流していた。

家の中のたたみがプカプカ浮い
たり、汚水で何日も家が臭かっ
た。

4 8 4 5 0 2

二階建の家の下のひさしまで水
が来た。

家の床上や、ふすまの上部まで
水がきた。

家の前が水浸しになった。
壁が傷んだ跡が残った話から津
波の恐ろしさを聞いた。

谷の雨水で家のブロック塀が倒
れた。

早目に家から離れて水害の被害
を受けない親戚宅に身を寄せる

こと。
家のふすまの引手まで水がき
た。

１階の半分以上が水がきた。
今住んでいる家がどのあたりま
で水が来たか。

家の壁に津波の跡が残ってい
る。

家の中でも腰まで水がつかっ
た。

ふすまの取手まで水が来て、線
が入っていた。

仕事先だったが、家の中の１／
３が水につかった。

裏庭の「すもも」の木が大きく
ゆれた。

家の下まで水がきた。

大雨が何日も降り続くと、海や

川の水が増し、３日ぐらい床上
まで大水がくる。

家は低地に建てない。

16 14 2 9 12 15
近所の方たちと、裏山で採れた
食材を使って、炊き出しをし
た。

お米をもって避難し、にぎりめ
しを作って、みんなで２日位し
のいだこと。

義父が米を一俵裏山に担ぎあ
げ、そこで近所の人たちと数日
を過ごしたと聞いています。

1 7 0 0 0 0

長い浸水ではなかったが…かっ

ていた牛をおきざりにして、
戻った時には、こわかったの
か、ひっついてはなれなかっ

た。

津波が来るときは、井戸の水が
なくなる。

丁度高校に登校中、川底が見え

たかと思うと波が押し寄せてく
るときに載っていた自転車をか
かえ山際に逃げたと聞いていま

す。

重要書類をたくさん高い棚へ上
げ、水に腰まで浸かったこと。

家屋はどうにもならないので、
車は高台に移動している。

船の中に隠れて、助かった子供
がいた。

学校へ行くと同級生の中に長靴
をはいて来ていた。授業の中で

井戸水がなくなったら津波が来
る。

家の前の道が浸水して車ででら
れなくなる。

布団・着物など大切なものは二
階に上げている。

避難途中、家財を取りに帰っ
て、流されたものが多くいたら
しい。

「大きな津波が来る」と市の広

報車が走り回ったので、畳を上
げたり、布団を２階に上げたり
して準備をした。

川の水位を注意深く観察するこ
と。車等は早めに高い所へ移動
すること。

激しい雨が降ると畳をあげるよ
うにしている。

0 8 2 3 4 9

田畑のものが流されたとか… 田んぼが水に埋もれた。
春作のトマト、キュウリ等の畑
が海水に浸かった。

刈っておいた麦が全部流れた。 苗代の苗が流れた。
井戸水が飲み水としてしばらく
使用できない。

川が増水して、車がつかってし
まった。

田の浸水の仕方。

田んぼに水が入り、米が作れな

かった。

1 1 1 1 9 2

津波が来るとわかったらとにか

く逃げる。

揺れを感じたら、すぐに高い所

に逃げる。

遠い所で起きた津波でも影響を

受けるということ。
地震がなくても津波が来る。

水があふれ出すとスピードがは

やく、あっという間に大水に
なってしまう。

満潮時は注意。

1 9 1 6 5 4

津波による大被害があった。
津波の高さとか恐ろしさを聞い
た。

津波の高さ。 津波を見たこと。 裏山が崩れて５人死亡。
山崩れが生じ死者が５～６人
あった。昭和27年の豪雨。

2 12 3 8 3 5

当時は阿南市には住んでいな
かった。

聞いたが、子供だったので覚え
ていない。

個人では手の打ち様がない。
市・県による整備が必要だと思
う。

チリ地震があったというだけで
す。

1 4 0 1 1 0

災害の描写や被害状況

その他

家庭や
日常生活

資材を活用した被災後
の生活の様子やその経
験から得られる教訓

資材の被害状況や
その経験から
得られる教訓

資材を活用した
避難行動やその経験か

ら得られる教訓

資源

災害の側面のみを考慮した教訓

合計

地域特性を踏まえた
避難行動やその経験か

ら得られる教訓

地域で被害を受けてい
る様子やその経験から

得られる教訓

被災後の地域の様子や
その経験から得られる

教訓

地域

被災後の家庭の様子や
その経験から得られる

教訓

昭和南海地震 昭和チリ地震 風水害

家庭で被害を
受けている様子や

その経験から得られる
教訓

 

4. 災害伝承のヒアリングの実践とその効果 

 

(1) 概要 

本章では、過去の災害経験や教訓・知恵について伝承

する効果について測定するとともに、地域で受け継がれ

ている災害伝承を聞き取り、それを取りまとめた「福井

町の災害教訓７ヶ条」の概要を示し、地域内で災害伝承

を行う意義について考察する。ヒアリングについては、

阿南市福井町湊地区の地域住民（64 世帯）にアポイン

トメントをとり、調査の許諾を得た 41 人から、①昭和

南海地震・昭和チリ地震・風水害発生の際の地域の様子、

②昭和南海地震・昭和チリ地震・風水害発生の際の体験、

③昭和南海地震・昭和チリ地震・風水害についての災害

伝承の 3 点について 9 月 5日～9 月 14 日の期間で、学

生が聞き取りを行った。また、調査終了日の翌日（9 月

15 日）にヒアリング調査の成果報告会を開催し、ヒア

リング結果を報告するとともに、ヒアリング調査で抽出

した内容をまとめて作成した「福井町の災害の教訓７ヶ

条」（表－４）を発表した。表－４では、災害の教訓を

表－３ 伝承・被伝承内容の分類結果 

5 



 

 

表の上段に示し、教訓の根拠となったヒアリング調査か

ら得られた災害伝承の内容を下段に括弧書きで示した。

成果報告会（図－３参照）では、前節で抽出した災害経

験や伝承・被伝承の内容を地図上に示し、それを基に参

加者間で内容を共有化した。 

 

(2) 災害伝承の効果の検証 

災害伝承の効果を検証するために、参加者からアンケ

ート調査を実施した。表－５に成果報告会の参加者の個

人属性を示している。60歳代が一番多く、次いで70歳以

上と、高齢者の参加者の割合が高いものの、研究対象地

域の高齢化率が32.37％（平成23年度国勢調査より）で

あることから、偏りのない数値であると言える。 

 

 

 

図－３ 成果報告会の様子 

  

表－４ 福井町の災害教訓７ヶ条 

昔の生活をもう一度見直してみる
（昭和南海地震の時は井戸水と薪で火をおこして過ごしていた）
地域の地形や特性を日頃からよく知っておく
（大きな地震が来たら裏山へすぐに逃げる）
避難路や避難場所に日頃から慣れ親しんでおく
　（地神社では今も相撲をとっている）
山を大切にして日頃から管理しておく
（昔はよく裏山でタケノコを掘りにいっていた）
過去の災害の経験を日頃から地域で伝えあっていく
　（おばあさんから昭和南海地震当時の様子を聞いたことがある）
水の恐ろしさを知ると同時に、水に慣れ親しんでおく
　（昔は湊地区に大きな貨物船が行き来していた）
災害時には家族だけでなく親戚や知り合いとも連絡をとれるようにする
　（東日本大震災の時は近所のお宅に避難させてもらった）
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表－５ 成果報告会参加者の個人属性 

 

また、図－４に参加者におけるヒアリング調査の参加

者の数を示している。33名の参加者のうち、19名がヒア

リング調査の対象者という結果になった。 

 アンケートの設問は、防災意識に関する既往研究10)を

参考にした。ヒアリング調査の対象者と答えた人(19名)

のうち、ヒアリングの実施した日から報告会までの間で、

①家族や友人との災害や防災に関する会話の有無、②防

災対策の見直しや追加、③ハザードマップの入手の実施

の有無を聞いている。図－５に、アンケート調査の単純

集計を示している。 

家族や友人との災害や防災に関する会話については、

回答者の全員が行っているという結果になった。また、

19名中16名が家庭での防災対策の見直しや新たに実施し

たと回答し、14名が防災に関する地図を調べたり入手し

たという結果になった。 

以上のことから、地域内で過去の災害経験や知恵を伝

承する効果として、過去の災害経験を想起する機会とな

り、そのことが、これまで取り組んできた防災対策につ

いて振り返り、防災対策を見直したり、新たに追加する

機会となることが把握できた。 

 

 

図－４ 聞き取り調査への参加の有無 

 

項目 カテゴリ 数値 

性別 
男性 26(78.8) 

女性 7(21.2) 

年齢 

30歳代 1(3.0) 

40歳代 2(6.1) 

50歳代 3(9.1) 

60歳代 18(54.5) 

70歳以上 8(24.2) 

未回答 1(3.0) 
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図－５ ヒアリングによる防災意識・行動の変化の有無 

 

5. 地域災害教訓誌の作成とその評価 

 

(1) 概要 

前章で述べたヒアリング調査で抽出した地域で受け継

がれている災害伝承の内容や、｢福井町の災害教訓７ヶ

条｣（表－４参照）を基に、地域の災害教訓誌（図－７

参照）を作成した。冊子は、持ち運びしやすいように、

Ａ４サイズを両面印刷したものを８つ折りにした。表面

では、聞き取りの対象とした昭和南海地震・昭和チリ地

震の概要、生活防災の重要性、教訓の作成意図について

明記した。作成意図では、単に災害経験を伝えるだけで

なく、災害伝承を通じて日ごろの生活が豊かになること

を強調した。生活防災の重要性については、生活防災で

重要な観点である、「近所づきあいの大切さ」、「地域

の様子をよく知る」、「普段の生活を大切にする」こと

の重要性について記載した。裏面では、前章で述べたヒ

アリング調査により抽出した昭和南海地震、昭和チリ地

震における災害伝承の内容を一般化せずに、そのまま記

載した。災害の教訓誌は、研究報告会（2012年3月5日）

を開催し、その参加者に配布し、災害教訓誌を閲覧した

感想を自由記述によって伺った。 

 

(2) 感想 

 災害教訓誌を閲覧した全感想を分析し、地域で受け継

がれてきた災害伝承を広めるための災害教訓誌の有用性

について考察する。図－６に災害教訓誌を閲覧しての全

感想を示している。感想については、否定的なコメント

はなく、おおむね有益であったと読み取れる。感想の内

容を見ていくと、「自分自身も災害のことについて、少

しずつ理解ができました」等のように、教訓誌を通して

防災や災害の意識の醸成へのつながりを認識した意見が

寄せられていることが把握できた。また、「普段の生活

が防災に結びつくとわかったこと災害文化の伝承の大切

さがよくわかる。」等のように、普段の生活が防災とつ

ながっていることを認識したという意見も寄せられてい

た。「福井町民同士の（地域）もっともっと話し合いが

必要だと思いました。」というように、防災意識だけで

なく、教訓誌をきっかけに地域への関わり方を見直そう

という意見もあがっていた。さらに、「生活防災につ

いての認識を新たに考えることの大切さを知らされ

た」というように、生活防災の重要性に気づくことが

できたという意見も多かった。 

 以上から、災害教訓誌は、防災意識の醸成だけでな

く、生活防災意識や、地域への関わり方を見直すきっ

かけにつながることが示唆された。その理由として、過

去の地域の様子を昔の生活を想起したり、災害時のリア

リティの想像を巡らすことができ、現在の地域の姿や生

活行動と比較しながら、地域や家庭での災害のあり方を

考える機会となるからだと思われる。 

 

・福井町民同士の（地域）もっともっと話し合いが必要だと思いまし

た。 

・私達が出来る事、近所の人と仲良くしたり、井戸水を大切にした

り、薪を作って置く事に努力します。２年前に台所をリフォームしま

したが、昭和43年の大雪の時の停電を考えてガスにしました。 

・過去における津波等を体験した文、当時の生活文化が良くわかりま

した。災害を知ってあらたなる対策こそが人間としての文化の前進だ

と思います。 

・従来見聞きして来たことが生活防災につながる事に改めて感じた。 

・日々の防災対策の向上に非常に役に立つ内容であり、ふまえて、も

う一度考え、今年度の防災マニュアル作りに役立てたいと思います。 

詳細な研究ご苦労様でした。今後も引き続き防災の知恵を提案して下

さい！ 

・初めて出席させていただいたのですが、もう一度、家族・子供・孫

達に今まで以上に勉強させたいと思いました。 

・災害について大変くわしく説明をしていただいて自分自身も災害の

ことについて、少しずつ理解ができました。大変ありがとうございま

した。 

・普段の生活が防災に結びつくとわかったこと災害文化の伝承の大切

さがよくわかる。 

・各地域にて災害文化の伝承について、市民に報告することにより、

全国の人、誰もが生活防災について関心を持ち、防災に対する意識が

高まると思います。家へ帰ってからも研究内容に通すことができるし

この資料は大切にしたい。 

・災害の教訓を生かした生活防災の意識の構築が重要であると再認識

した。 

・生活防災についての認識を新たに考えることの大切さを知らされ

た。 

・東日本大震災から１年が過ぎ、当時よりは防災意識が少しうすれて

いる中、一歩ふみこんだ（生活防災等）内容で、地元ではなく、ちが

った目線の福井町が見え、もう一度防災対策を考えなおす、防災に関

する話ができ、防災意識がたもてていけるのではと思います。 

・地域防災のレベルアップをはかっていくためのいい資料なので、お

おいに活用させていただく。 

図－６ 災害教訓誌の全感想 
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聞き取り調査に参加しましたか？
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図－７ 災害の教訓誌 



 

 

6. おわりに 

 

本稿では、地域内で受け継がれている災害伝承・被伝

承の内容を分析・考察するとともに、こうした災害伝承

を地域内で共有するための取り組みとして、過去の災害

経験や知恵・教訓を伝承することの効果の測定や、災害

教訓誌の作成する取り組みとその評価を行い、災害伝承

を地域内で広める意義について考察した。 

地域内で受け継がれている災害伝承・被伝承の特性を

みると、災害の側面のみを考慮した教訓や災害の恐ろし

さや被害状況といった災害について全面に打ち出したも

のは少なく、家庭の様子や日常生活、地域特性、資源と

関連したものが多いことが確認できた。このことは、生

活防災の理念と一致していることから、地域で受け継が

れている災害伝承の多くは生活防災の視点に立脚したも

のであると言える。 

災害伝承の効果として、地域内で過去の災害経験や知

恵・教訓を伝承することで、過去の災害経験を想起する

機会となり、そのことが、これまで取り組んできた防災

対策について振り返り、防災対策を見直したり、新たに

追加する機会となることが把握できた。その理由として、

過去の地域での災害経験や教訓等について話すことがで

き、災害時のリアリティを想起することになり、そのこ

とが防災意識の醸成につながるためだと考えられる。 

以上から、過去の災害経験や知恵・教訓を伝承するこ

とは一定の効果があると示すことができたため、地域住

民の伝承を促すとともに、地域で受け継がれてきた災害

伝承を後世にも受け継いでいくために災害教訓誌を開発

した。教訓誌では、災害伝承を通じて、防災意識が醸成

されるだけでなく、日常生活が豊かになることを意図し

て作成した。災害教訓誌の感想から、防災意識の醸成や

行動の変化だけでなく、地域への関わり方を見直すこと

や、生活防災の重要性に気づいた人が多いことが把握で

き、地域単位で災害教訓誌を作成することの有用性が確

認できた。 

このように、地域単位で災害伝承を行い、災害の教訓

誌として後世へ伝えるような一連の取り組みは、防災意

識だけでなく、生活防災意識や地域への態度の醸成に効

果があると思われる。こうした一連の取り組みは、防災

のための取り組みという観点だけでなく、防災を通じた

地域を良くする活動として意義があると思われる。 

 今後の研究課題として、災害伝承の効果として、災害

伝承（話すこと）の効果について提示したが、一方で、

災害被伝承（聞くこと）効果についても同様に効果を検

証する必要があると思われる。また、自治会や自主防災

組織などが自発的に、地域における災害教訓を抽出し、

それを教訓誌等といった形で伝承を広げていく仕組みを

開発・普及していくことが望ましいと考える。 

 

謝辞：本取り組みを実施するにあたり、阿南市役所企画

部企画政策課の皆様や、湊地区自主防災会の皆様には大

変お世話になりました。記して感謝を申し上げます。 
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